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校訓 自主 創意 忍耐

岩野小学校だより
笑顔いっぱい あいさついっぱい 歌声いっぱいの学校に

早いもので、今日は、一学期終業式です。１４名の１年生も大きな成長が見られ、立派
な小学生となりました。これも上級生のすばらしいお手本があるからこそ！そして、保護
者の皆様、地域の方々の温かい励ましのお言葉や学校へのご支援のおかげだと心から感謝
申し上げます。
明日からの夏休み、子どもたちにとっても、保護者の皆様にとっても思い出に残る、

有意義な夏休みになることを期待しています。

～夏休みも、自分の命は自分で守る岩野っ子に～～夏休みも、自分の命は自分で守る岩野っ子に～

楽しい夏休みにするために、おうちの人といっしょに次のこと
たの なつやす ひと つぎ

を 考 えながらしっかりした計画を立てて夏休みをすごしてほしいと思います。
かんが けいかく た なつやす おも

特に、次の６つのことをしっかり守ってください。
とく つぎ まも

① おてつだいをきめてがんばること

② 体 づくり、 心 そだての活 動をすること
からだ こころ かつどう

③ 勉 強する時間と自由研究の時間、遊ぶ時間を入れること
べんきょう じかん じゆうけんきゅう あそ

④ 地域の行 事などいろいろな活動に進んで参加すること
ちいき ぎょうじ すす さんか

⑤ おうちの人やまわりの人に心 配やめいわくをかけないようにすること
しんぱい

⑥ 自分の 命 は自分でまもること、とくに交通事故や水の事故に気をつけるだけでなく、自分
じぶん いのち こうつうじこ じ こ き

のまわりの危険をさけることができるようにすること
きけん

思い出いっぱいの楽しい夏休みにしてください。８月２８日、元気で会いましょう。
おも で げんき あ

夏休みは、ふだんできないことに挑戦するよい機会です。
夏休みの意義として次の３点が考えられます。

① 学校生活で得られないよい体験をさせる場
② 学校生活で得たことの確かめの場
③ 異年齢等の交流をとおし社会性を育てる場
夏休みの意義をご理解いただき、夏休みの過ごし方について子どもたちとしっかり話

し合って有意義で充実した夏休みにしていただきたいと思います。
毎日を規則正しく生活するとともに、いろいろな体験をとおして、心身共にたくまし

く成長した子どもたちの姿を見るのを８月２８日心待ちにしております。

夏休みは、授業のある日以上に、地域の皆様のお力をお借り
しなければ、子どもたちが安全で楽しく過ごせない状況です。
「地域の子どもは全て我が子 郷土の宝」「地域で育てよう」

を合い言葉に、子どもたちを見守っていただきますようお願いいたします。危険な遊び等
気になることがありましたら、学校へお知らせくださると幸いです。特に、以下の２点に
つきましては、学校でもＰＴＡでも徹底して指導をしておりますので、よろしくお願いい
たします。
１ 交通ルールを守る。(特に、道路の横断、ヘルメットをかぶって自転車に乗ること)
２ 小学生は、子どもだけで、川や海に行かない。

裏面もご覧ください。

保護者の皆様へ

子どもたちへ

地域の皆様へ
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「自主」～確かな学力の育成～に関する具体的実践事項 その２
前号に引き続き、確かな学力の育成に関する具体的実践事項をお知ら

せします。

夏休みも英語に親しんだり、たくさんの本を読んだりしてほしいと思います。
学校の図書室も開放する日が決まっていますので、ぜひ親子でおいでください。

あっという間の一学期でした。先日は、大雨による早めの下校
で保護者の方にお迎えに来ていただいたり、臨時休校だったりし
ましたが、大きな被害もなくほっとしました。カットした授業時
数は、一学期終業式と二学期始業式を３時間から４時間にしたこ
と、予備時数による調整を行ったことにより確保しています。
毎月１～２回が目標だった学校だよりですが、一学期は三回し

か発行できませんでした。二学期は目標達成できるよう頑張りた
いと思います。
大変暑い日が続きます。どうぞご自愛ください。

３ 英語教育の推進
①積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てるため ALTや ICT等の効果
的な活用を通して児童が英語を使う機会を増やす。

②外国語活動を通して、外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との
違いを知り、言葉の面白さや豊かさに気付く。

４ 読書活動の充実
①読み聞かせや読書旬間、教科との関連を図る取組等、本に親しむ読書活動の推進を図
る。低：楽しんで読書 中：幅広く読書 高：進んで読書

②図書館の利用計画をもとに意識的な図書館利用に努め、貸し出し冊数目標達成に向け
た取組の充実を図る。 １週間に１～２冊 １か月で８冊 年間一人１００冊目標

校長からの子ども達への夏休みの宿題「詩の暗記」です。学校
で子ども達の意見が飛び交う2学期になるように期待しています。

教室はまちがうところだ まきた しんじ
教室はまちがうところだ
みんながどしどし手を上げて
まちがった意見を言おうじゃないか
まちがった答えを言おうじゃないか

まちがうことをおそれちゃいけない
まちがったものをわらっちゃいけない
まちがった意見を まちがった答えを
ああじゃあないかこうじゃあないかと
みんなで出しあい言い合うなかでだ
ほんとのものを見つけていくのだ
そうしてみんなで伸びていくのだ

（一部抜粋）


